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令
和
3
年
度 

支
部
企
画
行
事
の
報
告
⑵
（
速
報
版
） 

  

「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電

子
版
）
第
13
号
の
令
和
3
年
度
支
部
企
画
行
事

報
告
⑴
に
続
い
て
の
報
告
で
す
。
⑶
支
部
女
性

の
集
い
（
11
月
14
日
）
*3
の
行
事
で
す
。
女
性

の
集
い
（「
澁
澤
榮
一
の
原
点
～
深
谷
市
を
め

ぐ
っ
て
」）
は
、
令
和
3
（2

0
2

1

）
年
11
月
14

日(

日)

の
「
県
民
の
日
」
の
午
前
10
時
に
JR
高

崎
線
の
深
谷
駅
に
集
合
し
、
小
型
貸
切
バ
ス
を

利
用
し
て
、
午
後
3
時
30
分
JR
岡
部
駅
解
散
で

行
わ
れ
ま
し
た
（
所
要
時
間
5
時
間
30
分
）。

集
い
の
見
学
は
、
深
谷
市
内
に
点
在
す
る
「
誠

之
堂
・
清
風
亭
見
学
（
写
真-

2
）」「
昼
食 

食

事
処
『
楓
（
か
え
で
）』（
郷
土
料
理
『
煮
ぼ
う

と
う
』
を
食
す
）」「
旧
澁
澤
邸
中
の
家
（
澁
澤

榮
一
生
家
）
見
学
（
写
真-

3
）」「
澁
澤
榮
一
記

念
館
見
学
」「
道
の
駅
お
か
べ
」
を
め
ぐ
る
コ

ー
ス
（
写
真-

1
）
を
、
橋
北
克
子
副
支
部
長

（
兼
女
性
部
長
）
と
小
菅
喜
美
子
副
支
部
長
に

よ
っ
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。 

 

*3 

支
部
ブ
ロ
グ
（2

0
2
1

年
11
月
30
日
掲
載
）
：
令
和
3
年

の
楽
し
い
「
支
部
女
性
の
集
い
」
（
澁
澤
榮
一
の
原
点
～
深

谷
を
め
ぐ
っ
て
）
を
開
催
し
ま
し
た
！ 

文
責
・
写
真
編
集
：
黒
井
登
起
雄 

（
支
部
広
報
担
当
＆
副
支
部
長
） 

 

【
支
部
女
性
の
集
い
】 

「
澁
澤
榮
一
の
原
点
～
深
谷
を
め
ぐ
っ
て
」 

副
支
部
長
＆
女
性
部
長 

橋
北 

克
子 

（
昭
和
55
年
商
学
） 

  

昨
年
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
中
止

に
な
り
ま
し
た
、
校
友
女
性
の
集
い
と
し
て

「
澁
澤
榮
一
の
原
点
・
深
谷
市
を
め
ぐ
っ
て
」

を
秋
晴
れ
の
下
11
月
14
日
に
無
事
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
貸
し
切
り
女
性
7
名
男
性
8
名
総
勢
15
名
に

参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
令
和
3
年
度N

H
K

の
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
に
衝
け
」
や
「
ブ
ラ
タ

モ
リ
」「
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
」
で
も
既
に
放

映
さ
れ
て
お
り
、
私
自
身
は
深
谷
市
に
は
行
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ワ
ク
ワ
ク

楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
。
上
尾
か
ら
高
崎
線
で

深
谷
へ
向
か
う
途
中
の
籠
原
駅
で
な
ん
と
車
両

編
成
が
あ
り
、
や
っ
と
深
谷
駅
に
到
着
。
ま
ず

は
東
京
駅
と
同
じ
煉
瓦
造
り
の
堂
々
た
る
駅
舎

に
圧
倒
さ
れ
、
始
め
に
第
一
銀
行
の
保
養
所

「
誠
之
堂
・
清
風
亭
」
を
見
学
。
誠
之
堂
の
壁

面
の
煉
瓦
は
本
来
な
ら
ば
廃
棄
処
理
さ
れ
る
は

ず
の
黒
く
な
っ
た
煉
瓦
、
焼
け
ず
白
く
な
っ
た

煉
瓦
を
巧
み
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
し
て
模
様

を
形
作
っ
て
ま
し
た
。
遠
方
に
煉
瓦
工
場
が
あ

り
、
現
在
は
改
修
工
事
中
で
一
部
の
み
の
見
学

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

昼
食
は
や
っ
ぱ
り
深
谷
名
物
「
煮
ぼ
う
と

う
」、
寒
い
冬
場
の
美
味
し
さ
は
格
別
だ
そ
う

で
す
。
周
囲
は
秩
父
、
群
馬
の
山
に
囲
ま
れ
、

深
谷
ネ
ギ
畑
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
畑
が
当
た
り
一

面
植
え
ら
れ
て
ま
し
た
。
か
つ
て
利
根
川
の
氾

濫
が
頻
繁
で
地
質
が
肥
沃
で
粘
土
質
で
固
く
、

ネ
ギ
の
栽
培
に
適
し
て
た
そ
う
で
す
。
畝
が
と

て
も
高
く
も
ら
れ
溝
も
深
く
簡
単
に
は
抜
け
な

い
の
で
収
穫
の
農
作
業
に
は
重
労
働
だ
と
思
い

ま
し
た
。 

次
は
澁
澤
榮
一
生
家
の
「
中
の
家
」
。
母
屋

の
左
手
の
一
階
建
て
十
畳
は
帰
省
す
る
栄
一
の

た
め
に
建
て
ら
れ
、
当
時
の
農
家
に
は
珍
し
い

お
手
洗
い
が
家
の
中
に
あ
り
（
ガ
イ
ド
さ
ん
が

熱
く
語
っ
て
ま
し
た
）
こ
の
部
屋
で
は
80
代
の

栄
一
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
和
服
姿
で
お
出
迎
え

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
次
の
「
澁
澤
榮
一
記
念

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 
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写真-1 「支部女性の集い」の見学マップ（澁澤榮一生家など） 

（実際のコースとは、若干異なります） 

 
写真-2 支部女性の集い（清風亭を背景にして） 

 
写真-3 支部女性の集い（澁澤榮一生家前にて） 
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館
」
で
は
70
代
の
栄
一
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の

「
道
徳
経
済
の
合
一
説
」
の
基
調
講
演
を
聞

き
、
身
振
り
手
振
り
も
あ
り
実
際
に
目
の
前
で

聞
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
小
柄
な
方
で
、
い

か
に
も
頭
脳
明
晰
の
相
貌
で
近
代
経
済
の
父
と

言
わ
れ
る
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。「
青
天
に
衝

け
」
で
吉
沢
亮
が
「
○
○
だ
ん
べ
～
、
○
○
か

い
～
」
と
埼
玉
の
言
葉
を
話
す
と
や
は
り
埼
玉

県
人
だ
と
親
近
感
を
感
じ
ま
す
。
岡
部
の
道
の

駅
で
そ
れ
ぞ
れ
深
谷
ね
ぎ
や
名
物
を
買
い
求

め
、
一
年
間
待
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。 

ご
案
内
状
を
出
し
た
頃
は
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡

大
し
、
参
加
し
て
頂
け
る
か
、
開
催
で
き
る
か

と
、
と
て
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
不
思
議

と
10
月
に
は
劇
的
に
感
染
が
減
少
し
た
こ
と
が

幸
い
で
し
た
。
地
元
の
柴
崎
さ
ん
や
黒
井
さ
ん

に
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
よ
り
詳
し
く
勉
強
さ
れ
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
小
菅
さ
ん
に
も
た

く
さ
ん
資
料
を
提
供
し
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 （2

0
2
1

年
12
月
7
日(

火)

メ
ー
ル
受
信
） 

写
真-

4
（
№
9
） 

 

図-1 東洋大学校歌（楽譜付き） 

郷
土
の
偉
人
に
想
い
を
馳
せ
て 

～
深
谷
市
を
め
ぐ
っ
て
～ 

副
支
部
長 

小
菅 

喜
美
子
（
昭
和
49
年
社
会
） 

 

令
和
3
（2

0
2
1

）
年
11
月
14
日
、
埼
玉
県
誕
生

百
五
〇
周
年
・
埼
玉
県
民
の
日
。
埼
玉
の
3
偉
人

の
ひ
と
り
、
「
澁
澤
榮
一
翁
」
生
誕
の
地
、
深
谷
市

を
訪
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
「
東
洋
大
学
校
友
会
埼

玉
県
東
部
支
部 

女
性
の
集
い
」
の
令
和
3
年
度
事

業
計
画
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら

一
年
越
し
に
待
ち
に
待
っ
た
期
待
の
行
事
で
す
。 

こ
の
日
の
3
日
前
、
11
月
11
日
は
「
澁
澤
榮
一

翁
」
没
後
90
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
深

谷
市
で
は
、
故
人
の
功
績
や
人
柄
を
偲
び
盛
大
に

献
花
式
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
今
日
、
日
本
の

繁
栄
の
礎
を
築
き
あ
げ
た
数
々
の
偉
業
は
、
説
明

す
る
ま
で
も
な
く
現
在
に
も
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
色

濃
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
生
訓
と
な

る
数
々
の
名
言
も
残
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
る
昨
今
、

私
は
70
歳
と
い
う
人
生
の
節
目
を
迎
え
ま
す
の

で
、
私
に
向
け
て
今
後
の
人
生
の
道
標
と
な
る
よ

う
な
名
言
を
探
し
て
み
ま
し
た
。 

【
職
業
人
と
し
て
の
私
に
向
け
て
・
二
つ
】 

○
心
を
穏
や
か
に
さ
せ
る
に
は
思
い
や
り
を
持

つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
一
切
の
私
心
を
は

さ
ま
ず
に
物
事
に
あ
た
り
、
人
に
接
す
る
な

ら
ば
、
心
は
穏
や
か
で
余
裕
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。 

○
お
前
は
自
分
の
立
場
に
忠
実
な
の
は
結
構
だ

が
、
同
時
に
恕
、
つ
ま
り
相
方
の
立
場
も
理

解
し
て
や
る
と
い
う
広
い
気
持
ち
を
持
た
ね

ば
、
世
の
中
に
円
満
に
処
し
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
。 

【
70
歳
の
私
に
向
け
て
】 

○
四
十
、
五
十
は
洟
垂
れ
小
僧
、
六
十
、
七
十

は
働
き
盛
り
、
九
十
に
な
っ
て
迎
え
が
来
た

ら
百
ま
で
待
て
と
追
い
返
せ
。 

（2
0

2
1

年
11
月
19
日(

金)

メ
ー
ル
受
信
） 

写
真-

4
（
№
10
） 

参
加
し
て
の
感
想 

支
部
理
事 

青
木
章
次
（
昭
和
50
年
経
営
） 

 

私
は
校
友
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
深
谷
へ
来
た
の
は

今
回
で
三
度
日
で
す
。「
澁
澤
榮
一
」
と
い
う
人
は

埼
玉
県
か
ら
世
界
に
出
た
す
ば
ら
し
い
経
済
人
で

あ
り
、
多
方
面
に
亘
っ
て
起
業
し
た
人
で
す
。「
澁

澤
榮
一
」
は
論
語
に
は
造
詣
が
深
か
つ
た
と
思
い

ま
す
。「
澁
澤
榮
一
」
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
見
聞
し

た
こ
と
に
よ
る
知
識
を
自
分
の
も
の
に
し
た
に
違

い
な
い
。
そ
し
て
、
「
道
徳
経
済
同
一
説
」
を
唱

え
、
「
金
儲
け
す
る
」
こ
と
と
「
道
徳
」
と
が
同
一

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

私
は
、「
澁
澤
榮
一
」
の
こ
と
を
語
る
こ
と
は
非
常

哀
し
く
、
語
る
資
格
が
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

写
真-

4
（
№
6
） 

  

澁
澤
榮
一
の
原
点
～
深
谷
を
め
ぐ
っ
て 

辻
村 

史
子
（
平
成
12
年
院
修
教
育
） 

 

深
谷
駅
に
着
き
、
改
札
を
出
て
振
り
返
る
と
、

平
成
8
（1

9
9
6

）
年
改
修
さ
れ
た
東
京
駅
を
模
し

た
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
駅
舎
が
、
線
路
を
ま
た
ぐ
橋

の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
（
女
性
校

友
の
集
い
）
を
企
画
し
て
下
さ
っ
た
、
女
性
部
長

さ
ん
と
副
支
部
長
さ
ん
が
参
加
者
を
待
っ
て
い
て

下
さ
い
ま
し
た
。 

 

澁
澤
榮
一
は
、
天
保
11
（1

8
4
0

）
年
、
2
月
13

日
、
武
蔵
国
榛
沢
郡
血
洗
島
村
（
は
ん
ざ
わ
ぐ
ん 

ち
あ
ら
い
じ
ま
む
ら
、
現
埼
玉
県
深
谷
市
）
の
農

家
に
生
ま
れ
、
家
業
は
藍
玉
作
り
と
養
蚕
を
し
て

い
た
。
渋
沢
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
に
ま
た
が

っ
て
活
躍
し
た
実
業
家
で
、
五
〇
〇
近
い
企
業
の

設
立
・
育
成
に
関
わ
り
、
六
〇
〇
の
社
会
公
共
事

業
に
も
尽
力
し
東
京
商
工
会
議
所
の
あ
げ
た
リ
ス

ト
に
よ
れ
ば
、
渋
沢
が
設
立
に
関
っ
た
五
〇
〇
近

い
会
社
の
う
ち
、
一
八
〇
社
余
り
が
今
も
存
続
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

印
象
深
い
の
は
人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
（A

n
d

ro
id

）

で
、
渋
沢
が
70
歳
頃
大
正
12
（1

9
2
3

）
年
、
洋
装

で
論
語
の
精
神
を
重
ん
じ
た
「
道
徳
経
済
合
一
主

義
」
・
道
徳
と
経
済
は
本
質
的
に
一
致
す
る
。2

0
2
4

年
か
ら
は
新
一
万
円
紙
幣
の
肖
像
に
な
る
こ
と
に

つ
い
て
は
大
変
驚
い
て
い
る
な
ど
と
、
約
8
分

間
、
音
声
が
再
生
さ
れ
、
手
ぶ
り
、
身
ぶ
り
、
ま

ば
た
き
を
し
な
が
ら
の
講
演
は
、
と
て
も
丁
寧
に

製
作
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。 

世
田
谷
区
瀬
田
か
ら
移
築
さ
れ
た
「
誠
之
堂

（
せ
い
し
ど
う
）
」「
清
風
亭
（
せ
い
ふ
う
て
い
）
」

の
国
指
定
重
要
文
化
財
等
の
見
学
が
で
き
て
有
意

義
な
一
日
で
し
た
。 

（2
0

2
1

年
12
月
10
日(

金)

メ
ー
ル
受
信
） 

写
真-

4
（
№
14
） 

 

集
い
に
参
加
し
て
の
感
想 

 
 

 
 

副
支
部
長
＆
広
報
担
当 

黒
井
登
起
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
非
常
事
態
宣
言

解
除
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
が
あ
る
も
の
の
、

ま
だ
ま
だ
感
染
予
防
の
マ
ス
ク
着
用
を
強
い
ら
れ

る
状
況
下
で
し
た
が
、
楽
し
く
、
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
深
谷
市
の
隣
町
の
熊
谷
市
に
住

ん
で
い
る
私
で
す
が
、
澁
澤
榮
一
翁
の
生
家
お
よ

び
数
多
く
の
業
績
史
跡
を
時
折
訪
ね
て
い
ま
す

が
、
こ
の
様
な
有
意
義
な
企
画
に
は
、
繰
り
返
し

参
加
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
来
年
の
企
画
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
明
治
年
代
の
旧

煉
瓦
工
場
跡
の
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
の
耐
震
補
強
工
事

も
平
成
6
（2

0
2
5

）
年
に
終
わ
る
見
込
み
で
す
の

で
、
JR
深
谷
駅
か
ら
の
煉
瓦
工
場
専
用
線
跡
の
遊

歩
道
を
辿
り
な
が
ら
こ
れ
ら
も
再
び
見
た
い
も
の

で
す
。 （

支
部
ブ
ロ
グ2

0
2
1

.11
.3

0

に
掲
載
済
み
） 

写
真-

4
（
№
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写真-4 支部女性の集い／澁澤榮一記にて念館にて 

《
次
年
度

．
．
．
．
の．
開
催
予
定

．
．
．
．
の
お
．
．
知．
ら
せ
》

．
．
． 

 

「
支
部
女
性
の
集
い
」
は
、
令
和
4
年
度
も
、
左
記
の
よ

う
に
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

・
場
所: 

国
指
定
史
跡
『
黒
浜
貝
塚
』
（
蓮
田
市
） 

・
期
日: 

令
和
4
（2

0
2
2

）
年
10
月
頃
（
日
）
予
定 

詳
細
は
、
橋
北
克
子
副
支
部
長
（
兼
女
性
部
長
）

の
下
に
お
い
て
計
画
中
で
、
6
月
頃
に
校
友
会
HP
の

支
部
ブ
ロ
グ
へ
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

-2-




